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発電・社会インフラ

• 電力会社向けのスマートメーターを開発しま
した。引き続きお客様のニーズに適した製品
の拡充を図ります。

新技術・基盤技術

• 東京大学および（独）海洋研究開発機構と、ＰＭ
2.5発生源特定を可能にする「エアロゾル※複合
分析技術」を共同開発しました。

※ 気体中に浮遊する微小な液体または固体の粒子

電子デバイス

• 電力損失を大幅に削減し、インバータ
や無停電電源装置などパワエレ機器の
小型化を実現する「AT-NPC 3レべル
12 in 1 IGBTモジュール」シリーズを開
発しました。

• スイッチング電源の制御向けに、低待機電力化を図り保護機
能を充実させた「第2世代LLC電流共振IC」を開発しました。

• 次世代パワー半導体SiCデバイスにおいて、業界に先駆けて、
6インチラインにおける生産技術を確立しました。

産業インフラ

• 工場の生産ラインなどに、既存システム
との互換性を維持しながら、最新の監
視・操作機能やエンジニアリング機能
を提供する中小規模監視制御システム

「MICREX-VieW XX（ダブルエック
ス）」を開発しました。

• データセンターや、電子精密機器、食品・薬品分野などの
生産設備向けに、間接外気冷房とヒートポンプを併用して
大幅な省エネを実現する空調機「F-COOLNEO」を開発し
ました。

食品流通

• 電源不要で5時間温度を一定に保つことが
でき、トレーサビリティの機能も持つ可搬
型保冷庫「Ｄ-ＢＯＸ」を開発しました。

パワエレ機器

• 塩害に強い「DC1,000V/660kW屋内型パワーコンディ
ショナ」を開発しました。

• アジア・中国・欧州向けに、お客様の用途に応じ
てカスタマイズが可能な高性能・スタンダード
型インバータ「FRENIC-Ace」シリーズのライ
ンアップを拡充しました。

コア技術であるパワー半導体技術とパワーエレクトロニクス技術を計測・制御技術と組み合わせ、 
電気・熱エネルギーを効率的かつ安全に供給・利用する製品・システムの研究開発に注力しています。

研究開発

・パワー半導体とパワーエレクトロニクスなどの
コア技術の拡大・強化
・熱、機械、制御技術のシナジーを活かした
新商材開発の加速
・オープンイノベーションの推進

研究開発方針

2013年度の主な取り組み
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事例紹介

次世代の省エネを担うSiCパワー半導体と 
SiCパワー半導体を搭載したパワエレ機器の市場投入

事例紹介

大気汚染物質PM2.5を含む微粒子分析研究

SiCパワー半導体の可能性
パワー半導体には、大きな電力を細やかに、効率的に制

御することで、電力変換効率を向上させ、高い省エネ効果を
もたらすことが求められています。

SiCは、従来のSi（シリコン）に比べ、電気を通しやすく、電
力損失が発生しにくい材料で、SiCを適用したパワー半導体
は、大幅な省エネと搭載製品の小型・軽量化を実現すること
ができます。

富士電機は、SiCパワー半導体と、これを搭載したSiCパ
ワエレ機器の製品化を進めることで、これまで注力してきた
インバータなどの中容量市場、再生可能エネルギーの導入
などにより拡大が見込まれる太陽光発電システムなどの高
耐圧・大容量市場への取り組みを強化しています。

SiCパワー半導体の6インチ生産ライン新設
富士電機は、これまで6インチでの生産ライン構築が難し

いとされてきたSiCパワー半導体において、2013年10月、
業界に先駆け、6インチ生産ラインおよび後工程の組立・試
験ラインを新設しました。SiCパワー半導体の低コスト化と
SiCパワエレ機器の市場投入を加速していきます。

さらに2014年5月、SiCパワー半導体を適用したメガソー
ラー用大容量パワーコ
ンディショナの発売を
発表しました（2014年
8月発売予定）。

SiCパワー半導体の適用市場

東京大学
先端科学技術センター
気候変動科学分野（当時）

（現在 ：首都大学東京 
都市教養学部  
理工学系化学コース  
環境・地球化学研究室）
竹川 暢之 准教授

健康や気候変動にも大きな影響を及ぼすともいわれるPM2.5（粒径2.5マイクロメートル以下の微
粒子）。この影響を正しく把握し、その解決策を検討するためには、大気中の微粒子を正しくリアルタ
イムに測定することがまず必要とされており、そのための機器開発が求められていました。

そこで私たち東京大学は、組織連携をしており、計測技術を持つ富士電機と、独自の測定技術を持
つ（独）海洋研究開発機構とともに、（独）科学技術振興機構による先端計測機器開発プログラムの委
託を受け、2008年度より機器開発に向けた共同研究を開始しました。

研究過程では、技術者が大学に常駐する緊密な産学連携の開発体制が大きな役割を果たしました。
特に分析計の鍵の一つである、粒子状物質を捉える「粒子トラップ」では、技術者との議論のなかで、
当初想定していなかった富士電機の微細加工技術が活用できることを発見し、機器の性能を格段に
上げることにつながりました。こうした多様な技術のシナジーを活かし、2013年3月、PM2.5の主
要成分をリアルタイムに分析できる 「エアロゾル複合分析技術」を開発しました。

今後は、この技術が適用された分析計が実用化されることで、PM2.5の発生源の解明や効果的な
対策、さらには大気中に漂うさまざまな微粒子が地球全体に与える影響や気候変化の全体像把握に
つながっていくことを期待しています。

共同開発パートナーの声Voice

SiCパワー半導体を適用した
大容量パワーコンディショナ

SiCパワー半導体

高耐圧・大容量市場
中容量市場
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